
第1提供者の人囁  

1捷醐走  

提供者の避定に当たっては、その人肋、ら、病状∴年齢、同観忙力  

等を考慮し、慎重に射するものとする．  

2インフォームド・コンセント  

ヒト幹和昭の採取を行うに当たって、踊も捷供青のスクリーニングの英  

樹丁に触者となるべ韓（十Ⅶ藩を含む。3において同じ。）に対して、  

8lこ訝注する醐こついて、文暮を用いて十分l識朔し、馴を得た上で、  

文暮によるインフォームド・コンセントを受けなければならなしヽなお、説明  

者は、原則として医師であるが、採取に係る医療行為の破こ応じ、耽暮佳  

肴が総合的こ推し妥当と判断した場合にあっては、脚掴珂こ限らす、  

捌く指示した者とすることができる．  

3蹄となるべ甜＝対する脚事項  

囲も2に頗丘する手樹こ当たって、提供者となるぺき寺に対し、次Jこ掲  

げる剥こついて十分な理解が得られるよう、できる限り平易な用言畜を用いて  

謝するものとする．  

①ヒト均渦ま研究の目的、意■及び方法  

②ヒト触抹研究を軸する鵬  
③ヒト幹細胞の採取こより予期される危険  
④融育となることを権蕾することば自由であること及びヒト綿相棒の採  
取に同意しない場合であっても、何ら：碍拗けることはないこと．  

⑤ 提供蓄となるペき舌がヒト幹細胞の採捌こ同意した後であっても、いつで  

も同意を紳回できること．  

⑥棚こよる提供であること．ただし、捷餉こ際し発生した頬相当分はこ  

の限りでない，  

q■lu＞  

①こ裁定す桃川1例刻珊で毯＿  

第1耕舌の人槻  

1提供旨の遭定  

纏供者の選定こ当たっては、その人鰍、らJ房状、報咄力  

等吉考慮し∴惧量こ崩寸するものとする．  

2インフォームド・コンセント  

ヒト細胞の採取を行うに当たって、軌跡呑のスクリーニングの実  

施前1こ提供者となるべき看（代諾者を含む。引こおいて同じ。）に対して、  

引＝＃症する珊こついて、刃lを用いて十分に誠朋心J哩瞬を謂た上で、  

文中こよるインフォームド・コンセントを酬怒らなしヽな紐i鵜q  

琶†£原則として医師であるが、採取こ綴る医療行摘動こ応L研究責任  

者が総合的こ隙し妥当と判断した胎こあっては、酬附こ限らす、  

柵香が指示した者とすることができる。  

3提供者となるペ紺ヨ寸する瞞  

帆2に規定する手描こ当たって、提供者となるぺき有こ対し、次に梅  

げ湘こついて十分潮間ちれるよう、できる限り平易な附し＼て   

附するものとする。  

q）ヒト幹㈱旧約、触び方法  

②ヒト醐疎研究を実施する躯  
③ヒト斡細胞の採取こより珊される危険  
④提供者となることを拒否することば自由であること及びヒト幹細梱の採  
取こ同士しない場合であっても、何ら不醐ナることはないこと．  

⑤ 提供者となるぺ緒がヒト幹細胞の採取こ同意した後であっても、いつで  

も醜を搬凪で書るこL  

⑥棚こよる捷供であること。ただし、捷供t＝際し牡し側相当分はこ  

の限りでなしヽ  
ql肌1＞  

掴掟す卿土仇脚であり 鰭主審且全の了承主婦た  
上酬こと．  

⑦㈱＝対す醐（ヒト幹細胞臨床研効こ伴う補償がある  

附＝あっては．脚の内容を含む．）  

（8 そ醐割こ閲し必瞞  
4憎勘＼らのインフォームド・コンセント  

代持古カ、らのインフォームド・コンセンHこよりヒト触の珠取を行うこと  

ができる触如こ掲げる要件を満たす場合†こ限る．  

①ヒト幹細醐コ当たり、地でインフォームド・コンセント  

を与えることが謄tな毒力、らヒト馳）採取を行うことに合理的理由があ  

り、鵬∃乱lて檎軌及醐点から脚ナた上で、  

⑦鋤こ対する補正の有無（ヒト如こ伴う事軸払くある  

附こあっては、当紺の内容を含む。）  

（砂 モの他棚こ絶し必要な事項  

4働、らのインフォームド・コンセント  

代掛＼らのインフォームド・コンセントによりヒト触の採取を行うこと  

ができる助も次に掲げる要件を濱たす胎こ限る。  

（Dヒト幹細胞臨床研元の翼抱こ当たり、単独でインフォームド・コンセント  

を与えることが銚な者力ヽらヒト哨醐を行うことに合掴由があ  
り、倫理審査梁A会等において愉軌及び稗棚＼ら書査を受けた上で．  

研究機鞘の長の餅可を受けていること。  

¢）代諸者は∴提供者となるぺき者のま見放l挿1益をtもよく代弁で卓ると判  

断される着であり、働、らのインフォームド・コンセントlこ際しては」当  

脚育となるべき看と代議育との関係についての把持が作成され、触手と  

ともに保存されていること．  

③耕育となるぺ抽t未成年者であり、かつ当紬叱卜輌疎研究  

′、の≠加についての鵬明を理解できる附こおいて、当紬（16歳以上のと  

き、当該者からの同まを受けていること。また、彗勘く16踊のとき、  

当該毒帥、ら、説明についての耕を得ること。  

6附く死亡している場合  

死f拗、らヒト触を附る場合にlも肋、ら2に従ってインフォー  

研究増欺D長の肝可を受けていること。  

②代講者1よ御着となるぺき者の士風及び利益を■もよく代弁できると判  

断され綿であり、代掛、らのインフォームド・コンセントに際しては、当  

該提供者となるペき者と代渾者との関解こついての異動く作成され、同法と  

ともに保存されていること，  

③捷緒となるべき肴が未成年者であり、かつ当勒くヒト粕晰研究  

への参加についての説明を理解できる嬬合こおいて、当勘く16ま以上のと  

き、当該者からの同意を受けていること．また、当細り6闘のとき、  

当封拍ヽら．亘靭こついての理解を得ること．  

ら縫怖く死亡してい研合  
死恥、らヒト幹細胞を陳する場創コ£i肋、ら2に従ってインフォー  
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ムド・コンセントを受けなければならなしヽなお、ヒト榊舶蹴印牲  

測供書がヒト締棚引瓢こ拒否しn＼ない壌創動  

く恥  
6」元壷†肌死亡し醐成人の子、父母、瞞妹  

若しくは楓組醜はそれら棚＝攣ずると考えられもーとする．  

6手桝で抽出されたヒト糊抱を利肘る骨合  

羊椚出されたヒト細を脚る胎こおいては、1から4までに従  

って、手術を受【ナた患者畑、らインフォームl∴コンセントを軋ナな  

怖山まならなしヽなお、手術職帆ヒト輪酬先して行われ  

ることがあってはならなしヽ  
7提供者1詩抽l又は投与を行うi■合  

撞鋏著に移櫨又は投与を行う場釧コ£ヒ十椒のための手術を行う   
ことができる。  

第2採酬こおける安全対策等  

1提供者の選択墓斗及び適格性   

（1）ヒト輪他用事mこ当たっては＿榛側するた1鋤に、利  

用の日柑こ応じて間鯵等の鯵断及び挨査を行うものとする。特にB型肝炎   

什tⅣ）、C勤干炎OW）、ヒト免疫不全ウイルス朋川り慮赴点F 戚人丁細  

胞岬蝉削  
阻ま  
た、サイトメガロウイルス絶染．E日ウイルス鮫及びウエストナイルウイル  

ス岬ならなしヽ  

良郵≧  
自己卿  
レ軋≠－コ書付山止■■■1蒜ユ蒜宗捌t廿  

晒すること．  

（2）次l油ナるもの＝ついてl出甜艶雁．醐を行うとともに、馳．  

卿軌ば  
ならない。  

晰症   

＿±＿’・J  

③細  
尾眞1な代納L内弱悪疾為  

吃膠倖病、血慮疾患   

（萱｝干疾患  

卿症  
（〇）榊用するもの  
とする。   

なお、検査項目及び腋査方法こついては幽淵する新たな知見及び学  

酬晴見正しを行うものとする。  

（4＝蜘こより、  

ウインドウ・どリオドを勘案し 可能な限甘適切な時期こ再検査を実施寸‾るも  
のとすも  
？採醐睦の謙保  

（1）ヒト輸岨こ当たっては、捜M軌こおける敢琳の汚染を防  

卿＝応じて、採取され  

たヒト醐こ対して細醇∴虹好ウイルス坤欄Ⅷける糊を行  

ムド・コンセントを受けなければならない．なお ヒト帆  

当紬青がヒト捕抽出如こ拒否し刊、ない場合に限る．  

＜媚H＞  

引議定す狐皿成人の子、粗淵牡  

著しくは軋帆闘棚えられも看とナる．  

6手術専で抽出されたヒト榊抱を利用す棚  

手酬出されたヒト晰する場飽こおいては、1から4までlヨ匿  

って、手術酬抽、らインフオ・・・ムド・コンヒント細ナな  

ければならなLヽな私事牌が、ヒト榊先して行われ  

ることがあってはならなしヽ  
7捷鉾酎醐与を行う場合  

蜘判又は投与を行う附こは、ヒト幹細胞の採取のための手術を行う   

ことができる。  

第2捌こおけ思安全対策等  

縁側こおける安全対珊＝ついては、この胞H出臍‘るほか「ヒト又  

」卿確尉三つ  
い¶（平成12年12月26日付け醐1314脱島   
通気l）の際するところによるものとナる．  

い、卿絶遠菅定するものとす  

る。捜査棚こついてl£舶コ騨ナる新たな知見及L剛・  

技掴蜘激8薗毒見正しを行うものとする．  （2）地岬L  
徽緯看†こ対する礼伽暮しなけ頼まならなし＼   

3 記録  

（1）地瑚紳餌淵査  
尊についての配Il勘肘るものとする．  

（2）原材料となるヒト膵臓鰍L次こ掲げる記鰯払く確認できるものでなけ九ば  

ならなしヽ漉すペきた鮫としては、採取を行った】詐姐臓萎Å重  

雄書抜．インフォームド・コンせンH＝おける説明文暮及び芹ii又i、肋伍  

月臥提供書のスクリーニン佃及び蜘、採酬  

が挑また、必蓼l＝応じて ヒト脾臓換金  

の鮒＝ついて醐保するものとする．  

（3）（別に掲げる配馳こついては、ヒト伽を行った捌く  

とも1掴：W良存するものとすムな払ヒト網棚乱  

卿ため  
lこt更bしたヒト輪伽敵側d錮射こついて∴適切ねカ川こ九軸   

＃することを軸寸◆るものとする．  
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胤担踵筆  
1晶賞管理システム  

‖ ヒト綿珊註及び臓物を取り捷う鮎姓土ヒト幹細胞の特徴こ応  
じて一天触卿‾軌ばならなしヽ  
㈱物、  

卿は  
㈹と区分されているものとする。ただ」手続皇等の研究月一糊：カ、  

なう柳  
の岬  
与されるよう岬  

1ゝ ＿  

胤棚よヒト僻細胞の調製＝当たり、ヒト幹細胞を扱う作業区隠及び  

峯村についてl棚状飽であることを確保し∴定勅的な評語 点㈱こより、  

その清浄まを保つように努めるとともに、その記録を作成し保存しなければな  

らなし㌔  
㈹訂噂江抱こおい触、らのヒト幹細胞を掛一重内で同時萬耶こ  

扱わなし＼こと、また 交叉三毛染を引き起こすような保管方法を採らないこと等  

により、卿陀  

らない。  

2 桐  
鋼製コ隙こおいて行われる各操作について、檀ヰ挨1乍手順書を作成するものと  

第ヰ書   
ヒト幹細胞  
の調製段階に  
おける安全対  
策専  

1品賞管理システム  

1吏榔よヒト軒醐＝当たり、ヒト幹細胞を扱う作緋及び  

器材については繕状態であることを確保」定晰な保守、点検靭こより、  

その清浄度を保つように努めるとともに∴その記鏑雇作成し保存しなければな  
らなしヽ  
朋こ岨淵、．姐地  

郡1㌫E渥Ⅸ√Ⅷ√翌観月王胴弱宙況■志十新  

盤⊂はならない。  

劇≧  
モ朋L二γ搬出Ⅶ 与1二も  

呈細菌、招、ウイルスj封こよる汚染乃危族性の抹除  

研細l住着は∴開封するヒト幹細胞の特粗こ応じて次に掲げる方策絹宜組み  

合わせることにより、柑、捕、ウイルス等Iこよる汚染乃危険性を株冷する  

ものとする。  

ム岬  

速星＿  

（2）ま蜘エI戦こおける汚染防止   

（3）納及び捜査  
i斗漢当淵腿ち脚＼ 
（5）男手臓正及び錮放し∨こ崩する記載  

＜帽剛＞  

㌧J凹              ∵ヮ ∴リ′ト    月び p  

と．卿  

卿こ  
と卿  
■Hlrh 訊卜叫i声 りF魯∴     rや  
1ヰ考昨隻脚及び「醐！賓納経  

する。また、櫓棚＝当たっては、捌作l＝ついて、あ  

らかじめ刊帥蜘するものと  
する。なお、事故等の触手恨を予め確立しておくものとする。  

3」瓢削となるヒト幹細胞の受lナ入れ  

1剤珊＝渦げる記  
挽こより卿‾伸ばなら  
辿＿＿  

4i醐篭  
顔製コ岬ヰを設  
け、卿  

珊劇物相磯燭嘩  
（1）て卿淵推を明ら如こす  
るた伽瑚㍍頚究l＝用い  

古手沸するものとする．また人講馳工程中  

咽ける  
ものとすも  
（2）一輪卿＝ついて  
抑こ  
必要とされるものではなく、ヒト岬学  

的欄するものとすも撥組（判定基準）  

卿こ  

見直し、卿するものと  

土塁L  

①匡販庫及び生存率   

②確訟試験  
③細胞功朝臨場  
④卿  

琉210切にヱ暮じて腑‾ること．  

止工岨  
（釘牛鵬如〉先生が托旺された㈹ける書 止盛   

儀濾∃和明－   

（3）由錮舶的なウイルスやマイコブラズ刊コ好ーる掴   

†乳、、ウイルス鞘：ヲi染さ九n咋しにと服した上でt翻‾も   （4）岬  
笹下笥－■    ‥  l11・ ＿ 揖；しユーさ葺  

けるために、彪覇に応じて加悦フィルターー隠旭W地   

（6）肋ウイルス感染のモニター、臓レベルⅧウイルスt  

癒に封す匂モニター、■和血漬成分：コナ㌻る抗体監生欄    間 3その他 その他の調製励隙こおける酬■、原材料となるヒ  
ヒト邸こ  
軒こついては「ヒト棚由来成分を原料とし  
及び安全性妊臨＝ついて」（平成1Z年12月2  て地色される  

旦那ナl帽岬＝よ  
るものとすも  
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し、定㈱析を行い、ヒト  算1被鹸者の人峨  

1酬定  
酬真に当たっては、モの人肋、ら、病状、年齢、問能力  

響を考虞し、仙瑚寸するものとする。  

2インフオ「ムド・コンセント  

ヒト♯細胞を移檎又は投与するに当たって、脚よ鮒となるべき者（代  

樗書を含む．引こおいて同じ。）に対して、引こ脚‾る柵こついて、  

文■を用いて十分にl親日し、聯を穐た上で、文書によるインフォームド・コ   

ンセントを受けなけれIまならなしヽ  

〇樹となもぺき肴に対する御  
伽舌1よ2に坂家する手練こ当たって、秘書となるべき看に対し、次に掲  

げる卿卿こついて十分な】軌t得られるよう、できる限り平易な確言を用いて  

脚するものとする。  

①ヒト醐峠研究の目的、♯■及び方法  

②ヒト棚究を美掬す胡l恥名  

③ ヒト榔こより予期される効果及び危険（従細究成果を含  

む．）  

喀）他か細醐、内容．当拙こより予期される触び危険並び  

にそれらの泊龍夫との比較  
⑤細書となることを拒否することは自由であること、及びヒト開脚包の移  

植又は投与＝周正しなし増合であっても、何ら不利盤を受けることはなく、ま  

た従来の柵Ⅶ練されること。  

⑥被験者と掌るべき看がヒト柵ま役割こ向丘した後であって  
も、いつでも同暮を肺司できること．  

⑦髄醐な稽t  

⑧ そ棚者の醐こ開し必賽な鞘  
＜1事l＞  

喧lこ刃咤するその仙人ナ佃こ朋し脚コt柳  

給する費用軌   
4代膵酢＼らのインフォームド・コンセント  

愉ヽらのインフォームド・コンセントによリヒト幹綺胞の移細又は投与を  

行うことができもの11次ぎ＝掲げ碩件を満たす場合tこ限る．  

①ヒト幹細胞臨床研究の来粗こ当たり、軸でインフォームドーコンセント  

を与えること力Ⅷな肴lこ対し、ヒト㈱よ投与を行うことに合理  

的理由があり、哨主要Å会戦こおいて、倫軌及び科学鵬、ら蓼査を  

受けた上で、舶午可を受けていること。  

②代諸者†よ搬者となるべき者の暮患及び利益を最もよく代弁できると判  
断される害であり、憎勘、らのインフォームト∴⊃ンセントに際しては、当  

輔蝕l者となるぺき肴と代托看との関係についての肋憫され同意■と  

ともに保存されていること．  

③柵となるべき青が柵であり、かつ当触†ヒト締胞東研究  

への鯛飯腔ついて碩明を聯できる場針こおいて、当抑り6組上のと  

き、当帥lらの同意を受けていること。また、当勘†18踊のとき、  

当勘＼ら、齢押＝ついての理解を檜ること．  

翳2移組側こおける安全対策等  

1ヒト幹綴雛忙即する情㈱  

研究責任者l£提供者のスクリーニング、酬験及び挨董の総果、  

第1撫舌の人囁  

1酬定  
伽こ当たってlよその人肋、ら、病状、年齢、職能ブ】  

尊を考慮し、憤1に檎封するものとする．  

2インフォー「ムド・コンセント  

ヒト幹織地を搬よ投与するに当たって、脚£抽肘となるべき者（代  

控者を含む。3において同じ．）に対して、引こ肘‾る綱＝ついて、  

文暮を用いて十分に説明し、理解をけた上で、文一によるインフォームド・コ  

ンセントを受けなけれはならなしヽ   
3樹となるべき肴に対するl醐   

脚よ 21脚‾る手練こ当たって、撫育となるべき者に対し、次ーニ掲  

げる亭功こついて十分凋如く得られるよう、で書る取り平島な用法を網し＼て  

押するものとする．  

①ヒト醐床研究の目的、触び方法  

②ヒト輌味研究を芙鴎する脚格  
⑨ ヒト㈱こより予期される触び危険（綱究成果を含  

lご．）  

④ 他の漁船珊、伸、当棚こより予期される軌■及び危険並び  

にそれらの治療法上の比叡  
⑤桝となることを拒否することは自由であること、及びヒト幹細胞の移  

撼又は投与に同意しなし増食であっても、何ら不利益を受けることはなく、ま  

た従来の紬Ⅶ続されること。  

（診撫育となるべき者がヒト拘腑柳＝周兼した後であって  

も、いつでも同士を舶できること，  

⑦岬 拾  
t欄頓掩食む．）  

噂）その他被験晋の個人醐＝朋し必要な事項  

＜細則＞  

胞を欄＝従事させてはならなしヽ  卿及t  馳岨ゝ1地  
坪卿  
の入室を象止しなl・けしばならなしヽ  

4腑1ヒト鋤こ当たって あらかじめ作】  

区域内tこおlナる醐及び治療の方簑こついて細寸するものとする。  

6地引訂免暮住着†上作兼鑑別こおいて蛙染のおそれが生じた土堪  

l  に lこ刃   ‾l．」醐王王立工生麺土工皇－ 

6研究書1こ対する鵬ポの∋由仁血帆鮪こあたっては…  

の騨、研究書の人相こ配慮するものとする。  

＝劇し朗な事】卿コよ酬  

拉ナる糞用軌．   

4fⅦ看カ＼らのインフォームド・コンセント  

†脚、らのインフォームド・コンセントによリヒト㈱よ投与を  

行うことができるのlよ次に掲げ胡臣件を満たす場合lこ限る．  

（かヒト摘捌こ当たり、単独でインフォームド・コンセント  

を与えることが田椎な看に対し、ヒト締腑ノま投与を行うことに合理  

的理由があり．佑芸芸i憂Å会覗こおいて、倫鴇的及【剛払、ら雷査を  

受けた上で、研究紺〉長の許可を受けていること。  

②代縫者は、被験審となるペき者の総及t月】1益を土もよく代弁できると判  

断される看であり、一間ヽらのインフォームド・コンセントl＝際しては、当  

翻書となるぺき着と代踏有と瑚こついてのt勤t作成さh同書暮と  

ともに保存されていること。  

③桝となるべ拙く未成年者であり、かつ当践養がヒト伽一女  

への参加についての説明を聯できる場討こおいて、当該者カ†16歳以上のと  

き．当勘、らの同意を受けていること。また、当勘t16榊のとき、  

当抑、ら、説明についての理解を得ること．  

第2轍土投与開こおける安全対研  

1ヒト幹細胞に関する用報管理  

研究書隆替は∴捷供者のスクリーニング、酬及t職査の絵札  
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蜘号、ロット番号その他のヒト幹細物こ朋する†柵を倒するものとす  

る卜   る。   

＜楠Ij＞  く紳【∫＞  

醐1聞こ自醐又はヒト欄＝由来す柵  脚土樽こ自己醐駄又はヒト湖こ蝕田‾る村村  

孝雄用して棚を和す甜釦＝おし＼てIよその鵬こついて十分lヨ81し．  琴を虻用して鳩を粍する場合1こおいて瓜モの槻こついて十分に杷錮し些  

必蔓に応じてウイルス事の鵬錮出子＝射fる検査を触するものと丁る．   幽ゝ  

2御醐料及び‡遵暴等の保存   2搬看の試料及び脚の保存  

研究主任者は、被鹸壱1こついて、将来新たに病原体等こ感染した場合に、その  研究責任者は∴帥験者こついて、酬こ病原体等こ感染した壌今にその  

原田が当惑臨床研究こ起因するかどうかを明らかにするため、棚物を逼  原因が当藩臨床研究こ紗‾るかどうかを明ら如こするため、槻肋を適  

切な期間保存するとともに、ヒト糊抱を鰍よ投与する前の血清等の謝  切な期間保存するとともlこヒト細胞を捗肛対ま投与する1抑榊  

及び当翻清1こヒト榊胞を移植則ま投与する前後の言説を、納容■を  及び当該披快音こヒト輸綿粒を移肛刻ま投与する桝損を、拗榊を  

提出した白から少な〈とも10年脚‾るものとする。   繰出Lた巳から少なくとも10棚存するものとする。  

ヱ三  
Z‡：溺掟する           と唖醐qよ綿のヒ  

ト服事■柑1な酬促＃⇒▼ること．  

3搬者1こ師‾る鵬  3棚険針蘭‾る㈹の把温  

（1）研究責任者は∴脚許割こ麻輔醐仏領きた場合に当該情報  （1）職住者lよ」蘭除者こ顧体醐肋く転きた場合lこ当謝†報  

を把握できるよう、また、刷物lこ聞構が生じた場合こ樹決着の健康状賠  を把損できるよう、また、珊瑚く生じた胎こ袖醐餓  

動く把握できるよう、適切な措置をとるものとする．   辛が髄でさるよう、適切な捨置をとるものとする。  

（之）研究責任者は（1）叫維を実施するため、蜘掛、ら必要な†鵬  （2）研究勲際針も（1）の措置を実施するため、榔掛、ら必柵の提供  

や保存について協力を受けられるよう、榊こ対してあらかじめ指示して  や解こついて協力を受けられるよう、研究書寄こ対してあらかじめ指示して  

おくものとする。   おくものとする。  

く馴＞   く絆I＞  

川l璃掟する自陣）ため、醐1よ触鰻与されたヒト鵬内   （1）に規定する邑的のたれⅥ胱憑1も抑職与されたヒト脚  

車、脾」コード，抑を、触のカルテ嘲職することができ  寧、a騨」⊃－ド、脚を、棚者の加珊瑚することができ  

る．   ふ   

第6暮  篇1見正し   第1見直し   

触且り   この抱紬£称醐、ヒト幹細胞の取扱川こ脚‾る杜金的情勢の変化  この拍帥も梓隷E嗣の進歩、ヒト触の取扱し1こ朗する社珊の射ヒ  
琴を勘案して、必要に応じ、又は施行後ち年を目途として榔寸を加えた上で、  等を勘案して、必要Iコ忘じ、文一獅5年を目途として検討を加えた上で、  

見直しを行うものとする．   見正しを行うものとする。  

ご： ■r †二王   第2醐8  

この鰍上空盛旦迎旦⊥巨から施行する。  この軸¶よ重症1旦生狙1月から断する。   

劇≧  
このI旛十分鴨行さナしる】m＝一で1こ義手されたヒトうち、平成1  

8年9月1日以馳コ拝された研効こ1＼てl土rヒト糊礫接触ヽる励まi昭融‾  

す抽†（平成18酬蜘425号）】棚し、平成18年8月う1  

8以前こ鸞李そ九た恥こついてlま」伯山は■臍Lないがで書りこの‡日出こ朋  

ってi虹打ご絨しなけ九J紡らなtt．  
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